
10

菅
大

臣
と

乙
部

町
に

は
深

い
親

交
が

！！

令
和
２
年

広報

　
９
月
16日

に
菅
義
偉
氏
が
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
乙
部
町
と
菅

大
臣
と
の
つ
な
が
り
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展
「
菅
内
閣
総
理
大
臣
と
乙
部
町
と
の
絆
」
を
乙
部

町
役
場
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
詳
し
い
内
容
や
当
時
の
出
来
事
な
ど
は
、
本
誌
２
～
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

№
614
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今
回
の
パ
ネ
ル
展
で
は
、
菅
義

偉
内
閣
総
理
大
臣
が
乙
部
町
へ
視

察
に
訪
れ
た
と
き
の
写
真
を
は
じ

め
、
事
業
の
継
続
要
望
や
檜
山
管

内
の
事
案
解
決
等
に
ご
尽
力
さ
れ

た
こ
と
な
ど
、
乙
部
町
と
の
深
い

つ
な
が
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
左
記
よ
り
、
当
時
の
役
職
で
記

載
し
ま
す
。）

菅
総
務
大
臣
が
乙
部
町
へ
視
察

訪
問

　

平
成
十
九
年
四
月
十
五
日
に
、

当
時
総
務
省
が
進
め
て
い
た
頑
張

る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環

と
し
て
「
頑
張
る
地
方
応
援
懇
談

会
in
北
海
道
」
が
北
斗
市
で
開
催

さ
れ
、
懇
談
会
終
了
後
に
頑
張
っ

て
い
る
自
治
体
と
し
て
、
菅
総
務

大
臣
が
乙
部
町
を
視
察
に
訪
れ
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
菅
大
臣
が
来
町
す
る

こ
と
に
な
り
、
盛
大
に
準
備
を
進

め
、
当
日
は
町
民
お
よ
そ
三
百
人

が
集
ま
り
、
町
を
あ
げ
て
熱
烈
な

歓
迎
を
す
る
な
か
、
菅
大
臣
は
町

民
一
人
ひ
と
り
に
握
手
で
応
え
て

い
ま
し
た
。

・
Ｉ
Ｔ
研
究
施
設
を
視
察

　

視
察
先
で
は
、
始
め
に
Ｉ
Ｔ
研

修
施
設
を
訪
れ
、
事
業
の
説
明
な

ど
を
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取
締

役
笹
谷
隆
氏
か
ら
聞
き
、
菅
大
臣

か
ら
研
修
生
た
ち
に
志
願
し
た
目

的
を
質
問
す
る
な
ど
し
て
懇
談
し

ま
し
た
。

の
場
で
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
元
町

み
な
と
交
流
館
前
で
漁
業
者
が
用

意
し
た
炭
火
焼
き
し
た
海
の
幸
な

ど
も
振
舞
わ
れ
「
と
て
も
美
味
し

い
」
と
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

・
漁
業
者
と
の
意
見
交
換
会

　

乙
部
町
の
海
の
幸
を
満
喫
し
た

後
に
は
、
松
﨑
敏
文
乙
部
船
団
船

団
長
を
は
じ
め
と
し
た
漁
業
者
と

の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
①
磯

焼
け
現
象
解
消
の
た
め
に
有
効
と

さ
れ
る
イ
カ
ゴ
ロ
を
餌
と
し
た
海

中
投
入
の
実
現
に
向
け
た
応
援
、

②
埠
頭
の
屋
根
設
置
に
係
る
国
や

道
の
公
共
事
業
の
見
直
し
要
望
、

③
ウ
ニ
養
殖
の
生
産
を
伸
ば
す
た

め
に
若
い
船
頭
が
地
元
に
残
れ
る

・
株
式
会
社
小
川
商
店
の
ウ
ニ
工

場
を
視
察

　

次
に
は
、
株
式
会
社
小
川
商
店

の
ウ
ニ
工
場
を
訪
れ
、
小
川
恭
之

社
長
に
案
内
さ
れ
な
が
ら
ウ
ニ
の

殻
む
き
や
折
詰
め
を
見
学
し
、
全

て
手
作
業
に
よ
る
丁
寧
で
手
際
の

良
い
作
業
風
景
に
感
心
し
て
い
る

様
子
で
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

・
乙
部
漁
港
で
シ
マ
エ
ビ
の
選
別

作
業
を
視
察

　

最
後
に
乙
部
漁
港
を
訪
れ
、
シ

マ
エ
ビ
の
選
別
作
業
を
間
近
で
視

察
し
、
ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
代

表
理
事
副
組
合
長
の
阿
部
一
氏
に

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
水
揚
げ
さ

れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
エ
ビ
を
そ

よ
う
漁
業
支
援
︱
︱
の
三
点
を
重

点
に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

・
視
察
を
終
え
て

　

視
察
後
に
菅
大
臣
か
ら
「
乙
部

町
は
と
て
も
意
欲
的
な
町
だ
と

思
っ
て
お
り
、
ぜ
ひ
視
察
を
し
た

い
と
考
え
て
い
た
。

　

視
察
を
通
し
て
、
乙
部
町
は
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
町
づ
く
り
を
し
て

い
る
元
気
な
町
。

　

国
の
仕
事
は
、
地
域
が
発
展
し

て
い
く
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ

と
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
要
望
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と

話
し
、
多
く
の
町
民
に
見
送
ら
れ

な
が
ら
視
察
を
終
え
ま
し
た
。

～
菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
就
任
記
念
パ
ネ
ル
展
～

菅
内
閣
総
理
大
臣
と
乙
部
町
と
の
絆

町民と握手する菅大臣

ＩＴ研修施設で研修生と懇談する様子

ウニ工場で作業風景を視察

新鮮なエビに興味津々

漁業者と意見を交わす菅大臣
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森
林
林
業
再
生
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
要
望

　

平
成
二
十
五
年
に
寺
島
光
一
郎

北
海
道
町
村
会
長
と
沓
澤
北
海
道

水
産
林
務
部
長
が
菅
官
房
長
官
へ
、

森
林
林
業
再
生
事
業
の
継
続
の
要

望
に
伺
い
ま
し
た
。

　

懇
談
の
中
で
は
、
秋
田
県
湯
沢

高
校
の
同
窓
で
あ
る
沓
澤
部
長
と

菅
官
房
長
官
が
、
実
は
親
同
士
も

親
交
が
あ
る
こ
と
が
こ
の
と
き
に

わ
か
り
、
よ
り
親
交
が
深
ま
り
ま

し
た
。

檜
山
管
内
町
村
長
、
檜
山
振
興

局
長
が
バ
ス
事
業
者
に
よ
る
負

担
金
事
案
に
つ
い
て
の
お
礼

　

バ
ス
事
業
者
に
よ
る
国
事
業
を

活
用
し
た
設
備
投
資
に
係
る
檜
山

管
内
町
村
負
担
金
事
案
が
あ
っ
た

際
に
、
菅
官
房
長
官
の
ご
尽
力
に

よ
り
問
題
は
解
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
に
は
、

檜
山
管
内
町
村
長
と
幡
宮
檜
山
振

興
局
長
が
菅
官
房
長
官
に
事
案
解

決
の
お
礼
に
伺
い
、
懇
談
の
席
で

は
「
こ
れ
か
ら
も
地
方
を
困
ら
せ

る
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
ら
、
い

つ
で
も
話
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

を
受
け
ま
し
た
。

寺
島
光
一
郎
前
町
長
と
菅
内
閣

総
理
大
臣
と
の
交
友
関
係

　

寺
島
前
町
長
と
菅
総
理
大
臣
は
、

菅
総
理
大
臣
が
総
務
大
臣
の
と
き

以
来
、
毎
年
二
～
三
回
は
総
務
大

臣
室
や
官
邸
で
懇
談
を
す
る
ほ
ど

の
深
い
親
交
が
あ
り
、
乙
部
町
の

こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

菅
官
房
長
官
の
勧
め
で
秘
書
や

国
の
方
々
が
視
察
訪
問

　

令
和
元
年
夏
頃
に
、
菅
官
房
長

官
の
勧
め
で
、
秘
書
や
国
の
方
々

が
乙
部
町
を
視
察
に
訪
れ
、
町
づ

く
り
や
工
場
の
ほ
か
、
縁
桂
や
元

和
台
海
浜
公
園
な
ど
の
乙
部
町
の

美
し
い
景
色
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
島
町
長
が
就
任
後
、
令
和
元
年
秋
に
菅
官
房
長
官
へ
挨
拶
に
伺
っ
た

と
き
に
は
「
今
ま
で
同
様
、
何
か
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
話
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
前
町
長
か
ら
続
く
乙
部
町
と
の
絆
を
深
め

ま
し
た
。

寺
島
努
町
長
よ
り
菅
官
房
長
官
へ
就
任
の
挨
拶

九
月
十
六
日
よ
り
パ
ネ
ル
展
開
催

　

パ
ネ
ル
展
は
、
九
月
十
六

日
か
ら
三
十
日
ま
で
乙
部
町

役
場
ロ
ビ
ー
で
展
示
さ
れ
、
多

く
の
町
民
が
見
に
来
ま
し
た
。

　

展
示
を
見
に
来
た
町
民
か

ら
は
「
懐
か
し
い
」
と
友
人

と
一
緒
に
当
時
の
思
い
出
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

役
場
で
の
展
示
終
了
後
は
、

公
民
館
ロ
ビ
ー
に
場
所
を
移
し

て
、
十
月
一
日
か
ら
十
月
十
八

日
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
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胆振東部地震による停電時には、役場な
どで携帯電話の充電箇所を設置した

平成から令和に変わり、乙部町も町長と
議員が新体制でスタートしました

新たな企業誘致や集会施設の整備など、
活気ある町づくりを推進してきた

乙部町の特産品が国や道から認定される
など、全国的に注目され始めています。

昭
和
四　

十
年
十　

月　

・
町
制
施
行
に
よ
り
「
乙
部
村
」
か
ら
「
乙
部
町
」
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

平
成
二
十
七
年
十　

月　

・
乙
部
町
町
制
施
行
五
十
年
史
を
発
行

平
成
二
十
八
年
七　

月　

・
乙
部
町
Ｐ
Ｒ
動
画
を
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
公
開

平
成
二
十
八
年
九　

月　

・
株
式
会
社
命
水
乙
部
ボ
ト
ラ
ー
ズ
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

工
場
が
稼
働

平
成
二
十
九
年
十
二
月　

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
移
住
体
験
住
宅
Ａ
棟
・
Ｂ
棟
が
完
成

平
成
三　

十
年
八　

月　

・
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
ス
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
工
場
が
稼
働

平
成
三　

十
年
九　

月　

・
台
風
二
十
一
号
が
接
近
、
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
町
内
全
域

で
停
電
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
と
な
る

平
成
三
十
一
年
二　

月　

・
株
式
会
社
命
水
乙
部
ボ
ト
ラ
ー
ズ
で
製
造
す
る
「
Ｇ
ａ
ｉ
ｖ

ｏ
ｔ
ａ
（
ガ
イ
ヴ
ォ
ー
タ
）」
が
北
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
食
品

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
９
に
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
乙
部
支
所
ナ
マ
コ
協
議
会
が
「
第

二
十
四
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
」
で
、
流
通
・

消
費
拡
大
部
門
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

平
成
三
十
一
年
四　

月　

・
寺
島
光
一
郎
町
長
退
任

令
和　

元　

年
五　

月　

・
寺
島
努
町
長
就
任

令
和　

二　

年
二　

月　

・
三
ツ
谷
地
区
集
会
施
設
「
三
ツ
谷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
が

完
成

令
和　

二　

年
三　

月　

・
ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
乙
部
支
所
ナ
マ
コ
協
議
会
の
乾
燥
ナ

マ
コ
「
檜
山
海
参
（
ヒ
ヤ
マ
ハ
イ
シ
ェ
ン
）」
が
農
林
水
産

省
が
定
め
る
地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）
の
対
象
産
品

に
登
録

令
和　

二　

年
四　

月　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
全
町
民
へ

「
ス
マ
イ
ル
商
品
券
」
を
給
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
元
和
の
「
乙
部
町
野
外
緑
地
広
場
」
に
新
し
い
遊
具
が
設
置

令
和　

二　

年
九　

月　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
「
乙
部
町
町
民

定
額
給
付
金
」
の
給
付
を
決
定

町
制
施
行
五
十
五
周
年
！

　
昭
和
四
十
年
十
月
一
日
に
、
乙
部
が
「
村
」
か
ら
「
町
」
に
変
わ
っ
て

五
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
五
十
周
年
を
迎
え
た
と
き
に
「
乙
部
町
町
制
施
行
五
十
年
史
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
の
で
、
発
行
か
ら
五
年
間
の
出
来
事
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。
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乙
部
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
と

し
て
、
乙
部
町
町
民
定
額
給
付

金
事
業
や
乙
部
町
学
生
オ
ン
ラ

イ
ン
環
境
支
援
交
付
金
事
業
な

ど
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
感
染
予
防
や
生
活
の
支
援
に

加
え
、
経
済
回
復
に
向
け
た
経

済
対
策
や
教
育
支
援
等
幅
広
い

も
の
で
、
町
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

　
申
請
が
必
要
な
事
業
も
あ
り

ま
す
の
で
、
不
明
な
点
は
役
場

総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
乙
部
町
町
民
定
額
給
付
金
事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
よ
る
外
出
自
粛
等
に

よ
り
、
町
民
の
生
活
や
町
内
経
済

に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
民
生
活
へ
の
支
援
と
町
内
で
の

消
費
拡
大
を
目
的
に
、
全
町
民
及

び
令
和
二
年
度
中
に
出
生
す
る
新

生
児
に
対
し
て
、
一
人
当
た
り
一

律
二
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
者

①
令
和
二
年
八
月
二
十
一
日
現
在
、

乙
部
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
全
町
民

②
「
①
」
に
該
当
す
る
方
が
令
和

二
年
度
中
に
出
生
し
た
新
生
児

申
請
先

　

役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　

五
六

－

七
七
五
〇

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
補
助
事
業

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
疑

い
患
者
増
加
や
高
齢
者
の
重
篤
化

を
防
止
す
る
た
め
、
町
内
在
住

の
生
後
六
ヶ
月
～
十
八
歳
及
び

六
十
五
歳
以
上
の
町
民
に
対
し
て
、

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
料
金
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

　

生
後
六
ヶ
月
～
一
八
歳
及
び

六
五
歳
以
上
の
町
民

申
請
先

　

役
場
町
民
課
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　

六
二

－
二
八
五
八

（
受
診
前
に
申
請
が
必
要
）

・
乙
部
町
学
生
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境

支
援
交
付
金
事
業

　

高
校
・
大
学
な
ど
に
通
う
学
生

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
や

連
絡
な
ど
を
行
っ
た
場
合
に
、
情

報
端
末
の
購
入
や
通
信
費
の
増
加

へ
の
助
成
と
し
て
、
学
生
一
人
当

た
り
一
律
三
万
円
を
保
護
者
に
対

し
て
交
付
し
ま
す
。（
ほ
ぼ
全
て

の
学
校
が
オ
ン
ラ
イ
ン
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
す
）

対
象
者

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
短
大
等
含
む
）・
専
門
学
校
・
専

修
学
校
・
高
校
に
在
学
す
る
学
生

の
保
護
者
（
乙
部
町
内
に
在
住
）

申
請
先

　

役
場
総
務
課
企
画
係

　
　
　
　
　

六
二

－

二
三
一
一

・
乙
部
町
中
小
企
業
融
資
制
度
資

金
利
子
等
補
給
金

・
農
漁
業
生
産
向
上
対
策
事
業

　

農
漁
業
者
が
三
密
を
回
避
す
る

た
め
に
人
手
を
確
保
で
き
な
い
状

況
か
ら
、
業
務
の
効
率
化
等
を
図

り
、
感
染
症
の
拡
大
防
止
や
収
束

後
の
安
定
し
た
収
量
を
確
保
す
る

た
め
の
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援

し
ま
す
。

　

国
保
病
院
の
医
療
備
品
等
の
購

入
や
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
飛
沫
感
染

防
止
壁
等
の
設
置
、
図
書
室
の
貸

出
図
書
の
消
毒
機
の
購
入
な
ど
、

人
が
集
ま
る
場
所
で
の
感
染
予
防

や
、
災
害
発
生
時
の
避
難
所
や
救

命
活
動
に
必
要
な
備
品
等
の
購
入

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
誰
も
が
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
光

フ
ァ
イ
バ
を
全
て
の
地
域
に
整
備

し
ま
す
。

　

各
学
校
の
感
染
予
防
対
策
を
よ

り
充
実
す
る
と
と
も
に
、
中
学
校

の
暖
房
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環

境
を
整
え
る
た
め
、
児
童
生
徒
全

員
分
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
端
末
を

整
備
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
臨
時
休
校
（
四
～
五

月
）
時
の
給
食
費
無
償
化
や
修
学

旅
行
で
の
三
密
回
避
の
た
め
バ
ス

を
増
加
す
る
な
ど
、
様
々
な
角
度

か
ら
影
響
の
低
減
に
努
め
ま
す
。

・
農
漁
業
経
営
維
持
安
定
化
対
策

事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
販
売
数
の

減
少
や
価
格
の
下
落
が
あ
っ
た
農

漁
業
者
に
対
し
て
、経
営
の
維
持
・

安
定
の
た
め
、
助
成
金
を
給
付
し

ま
す
。

生
活
・
経
済
対
策

産
業
活
性
化
対
策

生
活
環
境
整
備

学
習
環
境
整
備

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

厳
し
い
現
状
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
！
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慶 祝　長 寿 番 付
東 番　付 西

氏　　名 年齢 氏　　名 年齢
菅　野　キ　ナ 101 横　綱 増　川　 　う 100
田　村　サ　タ 100 大　関 萬　木　ツ　ヤ 99
新　岡　ツルエ 99 関　脇 羽　原　吉三郎 98
櫻　井　ミ　ヨ 98 小　結 野　坂　タ　ネ 98
寺　澤　テ　ル 98 前　頭 小　田　ヤ　エ 98
石　山　きく江 98 前　２ 笹　谷　シ　ゲ 97
工　藤　ユ　キ 97 前　３ 花　谷　キミヱ 97
大久保　ナツエ 97 前　４ 山　本　カツヨ 96
麓　　　千代次 96 前　５ 山　本　テ　ツ 96
服　部　チ　セ 96 前　６ 上　戸　ミユキ 96
西　川　よしの 96 前　７ 近　藤　昌　藏 96
金　子　ス　ミ 96 前　８ 星　山　イ　ネ 96
笹　谷　ヤ　ナ 95 前　９ 成　田　つ　ね 95
渡　邉　トシ子 95 前　10 寺　島　ウ　タ 95
石　山　鶴　一 95 前　11 三　上　ハツヱ 95
大　坂　フ　デ 95 前　12 坂　矢　ス　マ 95
寺　島　二三夫 94 前　13 光　成　キ　サ 94
中　川　冨　久 94 前　14 田　中　ヨシヱ 94
中　道　フ　ミ 94 前　15 中　村　テ　ル 94
福　士　ハ　ル 94 前　16 中　道　モ　ト 94
星　山　セ　イ 94 前　17 林　　　ミ　ヤ 94
阿　部　美惠子 94 前　18 明　石　チ　セ 93
石　岡　政　雄 93 前　19 大　鷲　サチヱ 93
三　上　喜　正 93 前　20 池　田　キヨミ 93
北　越　ミサヲ 93 前　21 菊　谷　伊佐雄 93
寺　嶋　キ　ヤ 93 前　22 宮　本　てるえ 93
大　川　時　枝 93 前　23 宮　本　　　護 93
工　藤　ハルミ 93 前　24 甲　谷　　　輝 93
中　村　キ　ユ 93 前　25 櫻　井　ト　キ 93
麓　　　石　昭 93 前　26 吉　川　キクヱ 93
田　中　隆　三 93 前　27 戸　澤　岩　太 93
土谷　　富美子 93 前　28 加　賀　　　孝 93
浜鍛治　キ　リ 93 前　29 林　　　シ　エ 92
服　部　道　士 92 前　30 半洲毛　フ　ミ 92

※ 令和２年 9 月 21 日（敬老の日）時点での年齢
※ 前頭 30 まで	 				  

　

九
月
二
十
一
日
の「
敬
老
の
日
」

に
ち
な
み
、
各
地
区
で
お
年
寄
り

へ
長
寿
の
お
祝
い
と
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

　

例
年
で
は
、
各
自
治
会
・
町
内

会
や
女
性
会
な
ど
の
各
種
団
体
が

中
心
と
な
っ
て
敬
老
会
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
、
開
催
を
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
は
、
敬
老
会
の
代
わ

り
に
お
年
寄
り
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
、
タ
オ
ル
や
地
元
の
特

産
品
な
ど
を
準
備
し
、
一
軒
ず
つ

自
宅
を
訪
問
し
て
手
渡
し
ま
し

た
。

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
敬
老

会
が
中
止
と
な
り
、
残
念
に
思
っ

て
い
る
お
年
寄
り
が
多
い
中
で

も
、
自
治
会
・
町
内
会
の
方
々
の

工
夫
さ
れ
た
お
祝
い
を
も
ら
っ
た

お
年
寄
り
は
、皆
感
謝
し
て
お
り
、

大
変
な
生
活
の
中
で
も
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

心
を
込
め
て
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
お
元
気
に
」

―
各
地
区
で
お
年
寄
り
へ
感
謝
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
―
　

金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
で

遊
び
、
景
品
を
も
ら
う
な
ど
、
親

子
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
他
の
親
と
話

し
た
り
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
べ

て
楽
し
い
」
と
笑
顔
で
話
す
保
護

者
や
「
保
育
園
に
通
う
子
ど
も
の

様
子
な
ど
も
見
ら
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
を
見

て
、
安
心
し
た
よ
う
に
話
す
保
護

者
も
い
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
一
日
に
つ
く
し
保
育

園
で
「
子
ど
も
縁
日
」
が
開
催
さ

れ
、
生
後
四
ヶ
月
か
ら
二
歳
三
ケ

月
ま
で
の
幼
児
八
人
と
そ
の
保
護

者
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
縁
日
は
、
親
子
同
士
の
交

流
を
深
め
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の

「
す
く
す
く
広
場
」
と
「
た
ん
ぽ

ぽ
ク
ラ
ブ
」
の
縁
日
と
、
つ
く
し

保
育
園
が
行
っ
て
い
る
縁
日
を
合

同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
み
ん
な
で
仲
良
く
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
お
も
ち
ゃ
の

楽
し
い
縁
日
！

み
ん
な
と
一
緒
に
！
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乙
部
町
に
来
て
か
ら
気
づ
け
ば

六
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
で
す
が
、
乙
部
町
で
の
生
活
に

も
慣
れ
、
町
民
の
方
々
に
も
声
を

か
け
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
た

気
が
し
ま
す
。

　

新
社
会
人
と
な
っ
て
期
待
と
不

安
を
胸
に
乙
部
町
へ
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
が
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
七
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
は
元
和
台
海
浜
公
園
で

行
わ
れ
る
「
元
和
台
マ
リ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
「
産
業
ま
つ
り
」

の
準
備
な
ど
で
忙
し
い
と
聞
い
て

い
た
の
で
す
が
、
今
年
は
物
静
か

な
年
に
な
っ
て
し
ま
い
、
呆
気
に

取
ら
れ
て
寂
し
い
限
り
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
内
の
飲
食

店
で
美
味
し
い
物
を
食
べ
、
町
内

を
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
探
索
し
た
り
、

漁
港
や
船
で
の
釣
り
や
海
辺
で
綺

麗
な
夕
日
を
眺
め
て
の
ん
び
り
す

る
な
ど
、
改
め
て
海
の
町
だ
な
ぁ

と
感
じ
な
が
ら
、
な
か
な
か
出
来

な
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

私
が
観
光
協
会
で
行
っ
て
い
る

仕
事
は
、
観
光
庁
が
七
月
か
ら
来

年
の
一
月
末
の
期
間
で
実
施
し
て

い
る「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
」

で
、
第
二
弾
と
し
て
九
月
か
ら
行

わ
れ
た
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
登

録
店
舗
の
募
集
・
登
録
手
続
き
を

代
行
し
て
行
い
、
町
内
の
事
業
者

の
方
々
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
観
光
ガ
イ
ド
育
成
の
一

環
と
し
て
北
前
船
の
歴
史
を
絡
め

た
研
修
会
に
参
加
し
、
く
ぐ
り
岩

や
宮
の
森
公
園
か
ら
の
乙
部
町
の

全
景
に
つ
い
て
の
観
光
ガ
イ
ド
研

修
、
東
北
と
道
南
で
実
施
予
定
の

大
型
観
光
企
画
「
東
北
Ｄ
Ｃ
青
函

エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
」
の
事
前
調

査
と
し
て
来
ら
れ
た
方
々
に
乙
部

町
の
概
要
や
シ
ラ
フ
ラ
・
く
ぐ
り

岩
の
ガ
イ
ド
を
し
て
き
ま
し
た
。

初
め
て
ガ
イ
ド
を
行
っ
た
の
で
緊

張
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
が
、
貴
重

な
経
験
で
乙
部
町
の
歴
史
を
知
る

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
は
、
八
月
に
実
施
さ

れ
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
作

成
の
お
手
伝
い
や
配
布
さ
れ
て
い

た
ス
マ
イ
ル
商
品
券
の
整
理
、
観

光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
の
整
備
を
行
い
、
こ
れ
か

ら
乙
部
町
へ
観
光
し
に
来
ら
れ
る

方
々
へ
乙
部
町
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
構
想
の
段
階
で
は
あ
り
ま

す
が
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
を
活

用
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
そ

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
使
っ
た
写
真
を

写
真
展
の
よ
う
な
形
で
展
示
す
る

な
ど
し
て
乙
部
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

で
き
た
ら
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

体
験
型
観
光
の
企
画
も
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
乙
部
町
へ
来
て
半

年
の
私
で
は
ま
だ
ま
だ
力
不
足
で

す
の
で
、
町
民
の
方
々
か
ら
の
声

も
参
考
に
出
来
た
ら
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
「
こ
う
い
う
体
験
が
し
て
み
た

い
、
企
画
し
た
け
ど
Ｐ
Ｒ
す
る
の

を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
何
か
あ

り
ま
し
た
ら
乙
部
町
商
工
会
内
観

光
協
会
米
代
ま
で
ご
連
絡
を
い
た

だ
け
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

乙
部
町
観
光
協
会

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　
　

米
代　
　

隼

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.74

　

九
月
三
日
、
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
か
ら
乙
部
町
へ
、

十
万
三
千
九
百
円
の
寄
附
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
は
「
私
の
地
元
応
援

募
金
」
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影
響

を
ふ
ま
え
、
地
域
に
寄
り
添
い
、

離
れ
た
地
元
へ
も
支
援
を
届
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
会
社
か
ら

の
寄
附
の
ほ
か
、
従
業
員
か
ら
の

募
金
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
函
館
支
社
の
石
桁
健

司
支
社
長
か
ら
目
録
が
渡
さ
れ
、

町
長
か
ら
は
「
多
額
の
寄
附
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
地
域
振
興
の
た
め
に
有
効
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
相
談
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

☆
道
路
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
い

て
通
行
に
支
障
が
あ
る
。

☆
道
路
標
識
が
分
か
り
に
く
い
。

☆
登
記
や
年
金
に
つ
い
て
、
聞
き

た
い
こ
と
が
あ
る
。

☆
ど
こ
の
役
所
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
。

■
行
政
相
談
委
員
は
、
あ
な
た
と

行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
す
。

・
特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
・
要
望
等
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
十
月
二
十
日
（
火
）

　
　
　

午
後
一
時
～
午
後
三
時

場
所
：
元
町　

生
き
が
い
交
流

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

　

乙
部
町
の
行
政
相
談
委
員

は
、
今
井
琴
音
さ
ん
（
住
所
／

乙
部
町
字
緑
町　

電
話 

六
二

－

二
七
二
七
）

■
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
き

く
み
み
函
館
で
も
常
時
、
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
行
政
苦
情
一
一
〇
番
」

　

電
話

　

〇
五
七
〇

－

〇
九
〇
一
一
〇

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

か
ら
乙
部
町
へ
温
か
い
寄
附
！

十
月
十
九
日
～
二
十
五
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

―
国
の
行
政
等
に
関
す
る
相
談
を

　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
―
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乙部町健康増進計画（令和２年度～令和11年度）

　「乙部町健康増進計画」は町民の健康づくりに対する意識づけをし、行動変容を働き
かけ、町ぐるみで健康づくりに取り組んでいくための計画です。

１．元気な体づくりは食事から
２．運動でこころも体も強くなろう
３．たばことは無縁の子どもに
４．飲酒のリスクを知ろう
５．地域で見守りこころの健康を育もう

ᴾỚỮễỂếẪỨạ ẴẮởẦὉʊᢿᴾ

活 動 目 標（子ども世代）

・全国の小中学生に比べて、朝食の欠食
率が高い。

・野菜の食べる頻度が少ない。
・3 歳児健診での虫歯率が高い。

・小学生の55％が体育以外での運動習慣
がない。

・ゲームやインターネットをして過ごす
子どもが多い。

（乙部町民の特徴）

（乙部町民の特徴）

・朝食を食べる習慣を身につけましょう。
・野菜を意識して食べさせましょう。
・食後の歯磨きを徹底し、仕上げ磨きをしま

しょう。

・スポーツ活動や外遊びをしましょう。

・ゲームやインターネットの時間を2時間以

内にしましょう。

（具体的な取組）

（具体的な取組）

　生涯を健やかに過ごすためには、正しい食習慣を学び、心身ともに健全な体を育むことが大切です。
　また、食事は栄養を摂るだけではなく、食事のマナーや、家族・友人とのコミュニケーションを深める
役割もあります。

　子どもの時期は、規則正しい食生活と適度な運動を通して成長期の体をつくる大切な時期です。
また、社会性や自信を育み運動習慣をつけることで将来の生活習慣病予防にもつながります。

目標１　 元気な体づくりは食事から

目標２　 運動でこころも体もつよくなろう

　乙部町の健康増進計画では、子どもの

健康について５つの目標を立てました。

その中から今回は２つ取り上げてご紹介

します。
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会
場
・
場
所
略
称

（町館）町民会館

（豊セ）とよはま地区センター

（交流）生きがい交流センター

（江保）江差保健所

（三愛）三ツ谷愛郷会館

（三セ）三ツ谷ふれあいセンター

（栄ふ）栄浜ふれあいセンター

（緑寿）緑町寿の家

（姫ふ）姫川ふれあいセンター

（希望） 潮見希望館

（創生）おとべ創生株式会社

（公民）公民館

《夜間（時間外）の受診について》時間外については、事前に連絡の上、乙部町国保病院を受診し
てください。なお、日曜・祝日の午前９時～午後５時においては、上記休日当番医を受診してください。

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

10月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

／ ／ ／ ／ １ ₂ ₃
BCGワクチン

（町館 午後4時～）
ヒブワクチン予防接種

（町館 午後4時～）
小児肺炎球菌ワクチン予防接種

（町館 午後4時～）

健康相談
（三愛 午前9時～）
健康相談

（三セ 午前9時40分〜）

₄ ₅ ₆ ₇ ₈ ₉ 10
休日当番医
道立江差病院

秋のクリーン作戦
（町内全域）
粗大ごみ回収

（本町地区以外
　午前7時30分～）

たんぽぽクラブ
（緑寿 午前10時～）
サロン「とよはな」

（豊セ 午後1時～）

お達者ぴんしゃん教室
（交流 午前10時～）
健診結果説明会

（公民 午前9時30分～）

健診結果説明会
（豊セ 午前9時30分～）
健診結果説明会

（栄ふ 午後1時30分～）

温泉入浴バス
豊浜～鳥山コース

（花磯（花磯バス停）
午後1時15分～）

11 12 13  14 15  16 17
休日当番医
道立江差病院

健康相談
（希望 午後1時30分～）

男のお達者教室
（交流 午後1時30分～）

温泉入浴バス
姫川方面コース

（富岡（大川宅前）
午後1時20分～）

18 19 20 21 22 23 24
休日当番医
厚沢部町国保病院

こころの健康相談
（江保 午後2時～）

B型肝炎ワクチン
（町館 午後1時～）
四種混合ワクチン

（町館 午後1時～）
日本脳炎ワクチン

（町館 午後1時～）

三ツ谷・潮見ふれあいサロン
（三セ 午後1時30分～）

温泉入浴バス
豊浜～鳥山コース

（花磯（花磯バス停）
午後1時15分～）
南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります

25  26 27 28 29 30 31
休日当番医
乙部町国保病院

乳がん・子宮がん検診
（町館 午前8時～）
函館バス通学定期券
販売・相談会

（創生 午前10時～）

たんぽぽクラブ・
すくすく広場合同

（緑寿 午前10時～）

1.6歳、3歳児健診
（町館 午後1時～）
お達者ぴんしゃん教室

（交流 午前10時～）

姫川おしゃべりサロン
（姫ふ 午後1時～）

9
27

9
28

9
29

9
30

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

不燃ごみ
②地区
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で
は
、
こ
の
乙
部
音
頭
を
歌
っ

た
の
は
、
誰
な
の
で
し
ょ
う
。　

　

乙
部
音
頭
は
、
一
番
と
三
番
を

数
人
の
女
性
コ
ー
ラ
ス
と
男
性
が
、

二
番
を
男
性
の
方
が
歌
っ
て
い
ま

す
。
伴
奏
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と

ピ
ア
ノ
と
太
鼓
で
す
。

　

菅
原
さ
ん
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送

局
に
勤
め
、
音
楽
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。
Ｖ
Ｋ
サ
ロ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
と
い
う
バ
ン
ド
と
Ｖ
Ｋ
リ
ズ

ム
シ
ス
タ
ー
ズ
と
い
う
コ
ー
ラ
ス

を
率
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
演
奏

と
女
性
コ
ー
ラ
ス
は
、
そ
の
中
の

方
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
菅
原

さ
ん
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
が
得
意

だ
っ
た
と
い
う
話
か
ら
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
演
奏
は
菅
原
さ
ん
本
人

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

乙
部
が
村
か
ら
町
に
な
っ
た
の

は
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
十

月
一
日
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
時
に
決
ま
っ
た
の
が
「
乙

部
音
頭
」
で
す
。

　

そ
し
て
、
二
番
を
歌
っ
て
い
る

男
の
人
は
誰
な
の
か
が
、
こ
の
度

わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
方
は
、
広
報
お
と
べ
九
月

号
の
記
事
に
あ
る
「
乙
部
町
の
素

敵
な
風
景
を
水
彩
画
に
し
て
寄

贈
」
し
て
く
だ
さ
っ
た
国
井
周
明

さ
ん
（
七
十
七
歳
・
函
館
市
在
住
）

だ
っ
た
の
で
す
。

　

国
井
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
北

海
道
学
芸
大
学
（
函
館
校
）
美
術

科
卒
で
、
今
は
美
術
関
係
、
音
楽

関
係
、
武
道
関
係
と
幅
広
く
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
井
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
二

月
に
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
函
館
地
区
大
会
で
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
菅
原
さ
ん
が
乙
部
音
頭
の
録

音
の
時
に
歌
っ
て
も
ら
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

国
井
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
も
含
め
て
再
度
、
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

十
月
一
日
～
十
一
日

と
こ
ろ　

公
民
館

感染症予防対策のうえ、ご来館願います。

第367号

教
育
委
員
会
だ
よ
り

     
明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

【一 般 向 け】
●　少年と犬	 （馳　　星周）
●　一人称単数	 （村上　春樹）
●　ブラックウェルに憧れて	 （南　　杏子）
●　カプセルフィッシュ	 （大西　智子）
●　立待岬の鴎が見ていた	 （平石　貴樹）
●　お父さんはユーチューバー	 （浜口林太郎）

【児童・幼児向け】
●　昔の道具１・２	 （国　土　社）
●　古い道具と昔のくらし事典	 （内田　順子）
●　どうしてしんがたコロナになるの？	 （松木　展明）
●　おばけになりたいなす	 （岩神　　愛）
●　みてみておばけ	 （ささきみお）
●　ゆめレスキュー	 （Ｎ О Ｂ Ｕ）

図書室の新刊おすすめ紹介

町
制
施
行
五
十
五
年
目
の
真
実

『
乙
部
音
頭
』は
こ
う
し
て
誕
生
し
た

　

公
募
で
集
ま
っ
た
二
十
二
点
の

作
品
を
八
月
二
十
三
日
、
六
人
の

委
員
で
審
査
し
て
入
選
と
な
っ
た

の
が
、
館
英
四
郎
さ
ん
和
子
さ
ん

の
共
作
の
も
の
で
し
た
。

　

作
曲
は
菅
原
憲
明
さ
ん
に
依
頼

さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
原
さ
ん
は
そ
れ
以
前
に
明
和

中
学
校
の
音
楽
の
先
生
を
し
て
い

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
町
か
ら

作
曲
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
す
。

　

乙
部
音
頭
は
、
九
月
十
九
日
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送
局
の
ス
タ
ジ
オ

で
録
音
さ
れ
ま
し
た
。
菅
原
さ
ん

は
録
音
テ
ー
プ
を
持
っ
て
振
付
の

方
と
と
も
に
同
二
十
二
日
に
指
導

の
た
め
来
町
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
十
月
一
日
午
前
に
は

町
制
施
行
と
役
場
庁
舎
落
成
の
祝

賀
会
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
披
露
、

さ
ら
に
午
後
三
時
か
ら
は
市
街
地

を
パ
レ
ー
ド
、
無
事
に
町
民
に
初

披
露
さ
れ
た
の
で
す
。

町制施行の時、各家庭に配布された手ぬぐい

レコードを感慨深げに見つめる国井さん
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出
来
秋
が
楽
し
み

乙
部
小
学
校
４
年「
か
か
し
づ
く
り
」

い
っ
ぱ
い
お
は
な
し
読
ん
で
ね

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

　

八
月
二
十
五
日
（
火
）
乙
部
小

学
校
の
四
年
生
（
十
五
名
）
に
よ

る
か
か
し
づ
く
り
が
姫
川
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

か
か
し
づ
く
り
は
、
乙
部
小
学

校
の
総
合
的
な
学
習
の
一
つ
と
し

て
地
元
の
産
業
を
知
る
こ
と
を
目

的
に
、
例
年
四
年
生
が
田
植
え
か

ら
収
穫
ま
で
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
水
田
で
の
田
植
え
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
か
か
し
づ
く

り
と
収
穫
は
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
姫
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
前
で
、
原
田
甚
一
氏
（
姫
川

地
区
水
土
里
（
み
ど
り
）
を
保
全

す
る
会
会
長
）
の
指
導
の
下
、
ま

ず
、
か
か
し
の
柱
に
肩
の
部
分
を

釘
で
打
ち
付
け
ま
し
た
。

　

釘
を
打
つ
経
験
が
少
な
い
児
童

も
多
い
よ
う
で
、
釘
が
飛
び
出
し

打
ち
直
す
な
ど
、
悪
戦
苦
闘
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。

　

最
後
に
顔
の
部
分
を
取
り
付
け

服
を
着
せ
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者
に
絵
本
を
開
く
楽
し
い

体
験
と
心
触
れ
合
う
ひ
と
と
き
や
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
に
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を

展
開
し
て
お
り
、
今
年
で
六
年
目

に
な
り
ま
す
。

　

九
月
九
日
（
水
）
に
町
民
会
館

で
行
わ
れ
た
乳
児
健
診
の
際
に
、

生
後
四
カ
月
を
経
過
し
た
三
人
の

赤
ち
ゃ
ん
に
二
冊
ず
つ
絵
本
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
館
浦
婦
人
会
読
み
聞

か
せ
の
会
（
常
田
富
士
子
会
長
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
を
得
て
、

保
護
者
と
読
み
聞
か
せ
の
会
会
員

が
一
緒
に
絵
本
を
選
ん
で
い
ま
し

た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
保
護
者
た

ち
が
選
ん
で
い
る
絵
本
に
身
を
乗

り
出
し
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
「
ブ
ッ
ク
ス

　

完
成
後
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
原

田
氏
に
「
お
い
し
い
お
米
を
見
分

け
る
方
法
は
？
」
や
「
茶
碗
一
杯

の
ご
は
ん
粒
の
数
は
？
」
な
ど
の

米
に
関
す
る
関
す
る
質
問
が
あ
り
、

会
場
に
和
や
か
な
雰
囲
気
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
収
穫
を
予
定
し
て
い

る
水
田
に
移
動
し
、
あ
ぜ
道
に
か

か
し
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
九
月
下
旬
に
稲

の
収
穫
を
し
、
乾
燥
・
脱
穀
を
経

て
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
し
て
食
べ

る
と
の
こ
と
で
す
。

タ
ー
ト
事
業
」
を
行
い
ま
す
の
で
、

乳
児
健
診
を
受
診
す
る
際
は
楽
し

み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

今年度の町民歩け歩け大会は新型コロナウイルスの影響のため中止となりました。ご了承願います。

ご利用ありがとうございました

　今シーズンの町民プールは、10月11日（日）
をもって閉館します。
　たくさんの皆さんにご利用いただきありが
とうございました。
　来年も大型連休から開館予定です。

町民プール閉館
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

十
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
10
月
６
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時
45
分

▽
10
月
22
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

「道南うみ街信用金庫乙部支店」窓口業務の営業時間変更のお知らせ
令和２年10月５日（月）より、下記のとおり窓口業務の営業時間が変更となります。

平日 土・日・祝日 年末休業日／正月三が日
９：００～１５：００ 休業 休業

平日 土・日・祝日 年末休業日／正月三が日
【午前の部】　９：００～１２：３０
【午後の部】１３：３０～１５：００

１２：３０～１３：３０は休憩時間
（窓口閉鎖）とさせていただきます。

休業 休業

ＡＴＭコーナー営業時間
平日 土曜日 日・祝日 年末休業日／正月三が日

８：４５～１８：００ ９：００～１７：００ 休業 休業

□変更前（令和２年10月２日（金）まで）

※ATMコーナーの営業時間には変更はございません。（窓口の休憩時間に伴うATMコーナーの休止はございません）

※ご不明な点がございましたら、当店または当金庫総務部までお問い合わせください。
　（乙部支店：６２－２０３４　　道南うみ街信用金庫総務部：０１３８－６２－１２５０）

□変更後

忘れていませんか？
「自賠責保険・自賠責共済」

７０歳以上でお車の
免許更新予定の方へ

　交通事故による死傷者数は年々減少傾向にあるものの、令和
元年の事故発生件数は約38万件、死傷者数は約46万人と、国民
の誰もが交通事故の被害者にも加害者にもなり得る極めて深刻
な状況となっています。
　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとっても加害
者にとっても悲惨な結果をもたらすものです。
　自賠責保険・共済は、すべてのクルマ・バイク１台ごとに加
入が義務づけられており、加害者の賠償責任を担保することで、
被害者の基本的な賠償を保障する制度であり、被害者の救済を
目的としています。
　一人一人が、より一層自賠責制度の役割や重要性、保険金・
共済金の支払いのしくみなどを十分に理解・認識することがと
ても大切です。

自賠責保険・共済未加入での運行は法令違反です！
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な対人賠償
を目的として、自動車損害賠償保障法に基づき、原動機付自転車を
含むすべての自動車に加入が義務づけられており、自賠責保険・共
済なしで運行することは法令違反ですのでご注意ください！

　運転免許証の更新時に年齢が70歳以上
75歳未満の方は、更新手続き時までに高
齢者講習の受講が必要であり、75歳以上
の方は、高齢者講習と認知機能検査の受
講が必要となります。免許証の有効期限
内にこれらの講習を受けていなければ、
免許証が失効することになります。
　これらの講習等の案内は、免許証有効
期限満了日の概ね６ヶ月前に郵送されま
すので、届いたら自動車教習所へ受講の
予約を行ってください。
　なお、自動車教習所では他の教習等も
行っており、大変混み合っておりますの
で、案内が届いたら早めに予約して受講
しましょう。
　また、運転に不安を感じている方は、
免許返納を検討してみましょう。
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　国民年金第１号被保険者ならびに任意加入被保険者の方は、月々の定額保
険料（令和２年度１６, ５４０円）を納付する際に、付加保険料（４００円）
を納付することで、老齢基礎年金（令和２年度満額７８１, ７００円）に付
加年金が上乗せされて受け取ることができます。

①年金を受給してから２年間で納めた付加保険料と同額となるため、お得です。
②保険料は申し出をした月分からのお支払いとなります。
③支払った保険料は、全額社会保険料控除になります。
④受け取る付加年金は、定額のため物価などによってスライド（増額・減額）はしません。
⑤国民年金基金に加入中の方は、付加年金のお申し込みはできません。

☆お申し込みは、役場町民課年金係（電話６２－２８５５）まで☆

☆☆☆ 禁煙外来のお知らせ ☆☆☆
　当院では、８月から禁煙外来を実施しております。これを機に禁煙に取り組んでみませんか。受診を希望す
る方は事前予約が必要です。電話５２－００３６（内科外来まで）

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ
外来診療体制
10月の診療予定です

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。事前に病院にご確認の上、
受診してください。

診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
御
確
認
下
さ
い
。

線量管理システム導入について
　厚生労働省は診療用放射線の安全利用のための指
針策定に関するガイドラインを出しました。当院で
は４月から医療放射線安全管理責任者を配置して以
下の対応を順次行っております。
・医療放射線利用に係る安全管理の研修
・線量管理と線量記録（CT装置のみ）
・患者さんとの情報共有
など診療用放射線をもっと安全に管理しましょうと
いう内容です。
　放射線画像診断は、被ばくがつきものですが、検
査をした方が患者さんへのメリットが多いので行い
ます。検査を行わず診断が遅れるより、検査をして
早期発見、診断をすることが一番です。

　今回の厚生労働省指針で目に見えて何かが変わる
という点では、放射線と同じかもしれませんが、こ
のシステムを導入して放射線の管理と評価を行って
いきます。
　検査の時には診療放射線技師が各担当を受け持っ
ていますので、心配などありましたらご相談くださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　放射線科

整 形 外 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）

循 環 器 内 科 午前　月から金曜日
午後　月と金曜日

総 合 診 療 内 科
（消化器内科も併
せて診療します）

午前　月・火・水・金曜日（午前11時までの受付）
　　（なお、月曜日は午前10時から診察）
午後　金曜日
※金曜日は、出張医師対応のため、消化器内科の診察は

行いません。
※毎週水曜日の午後と木曜日の午前は完全予約制の検査

実施日となっております。

消 化 器 内 科
（札医大派遣医）

（初診及び再診）5日（月）の午後
（再診のみ）※完全予約制
　午前10時まで受付　6日（火）
　午前11時まで受付　12日（月）・26日（月）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　9日（金）・23日（金）
総合診療（外科） 午前　火から木曜日
外 科 午前　9日（金）・23日（金）（午前11時までの受付）

小 児 科 午前　月から金曜日
午後　火と木曜日（午後3時～午後4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月から金曜日
午後　木曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）

産 婦 人 科 午前　月と火曜日
午後　月曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　6日（火）・7日（水）・15日（木）・20日（火）・21日（水）・
　　　29日（木）（午前11時までの受付）
午後　14日（水）・28日（水）

眼 　 　 　 科
午前　15日（木）・29日（木）（予約以外の初診受付11時まで）
午後　7日（水） ・21日（水） ・28日（水）
コンタクトレンズを希望する患者様へ
当院で以前調整した患者様のみ対応いたします。

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日

午前･･･ 8時00分〜11時30分（初診の方は、9時00分〜）
午後･･･ 1時00分〜2時30分 
予約受付時間（定期患者のみ）午後･･･1時00分～4時00分  

月々400円（付加年金）で増額しませんか？
ねんきんの窓

不正軽油は犯罪です!
　檜山振興局では、10月を「不
正軽油防止強化月間」に設定し、
不正軽油の撲滅に向けた取組を
強化しています。
　不審な軽油の売込み、灯油や
重油をトラックの燃料に使って
いるなど、不正軽油に関する情
報がありましたら御連絡くださ
い。

「不正軽油ストップ110番」
フリーアクセス 0800-8002-110

※不正軽油とは、軽油引取税を脱
税するために、軽油に灯油や重
油を混和するなどした燃料油の
ことです。

【１年間に受け取る付加年金額】　２００円×付加保険料納付月数

☆例えば・・・付加保険料を１０年間納めた場合

　　老齢基礎年金　　　付加年金
　７８１, ７００円＋２４, ０００円＝８０５, ７００円

　　納付　　４００円×１２０月（１０年）＝４８, ０００円
　　受給　　２００円×１２０月（１０年）＝２４, ０００円
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●国勢調査は、2020年（令和2年）10月１日現在、日本に住んでいるすべての
人及び世帯が対象で、統計法によって回答する義務が定められています。

●９月中旬から、調査員がみなさまのお宅を訪問し、調査書類などをお配りし
ています。インターネットでも回答することができますので、ご活用ください。

●インターネットでの回答は、10月７日までです。
●10月７日までにインターネット回答が確認できない場合は、調査員が調査票
（紙）を持って回答のお願いに再度伺います。
●万一、調査書類が届いていない場合や、追加の調査票が必要な場合（５人以
上の世帯など）は、乙部町役場総務課（６２－２３１１）へご連絡ください。

●国勢調査をよそおった詐欺（さぎ）や不審な調査にご注意ください。
　国勢調査では、金銭を要求することはありません。
　調査員は、その身分を証明する「調査員証」を携帯しています。
●調査員をはじめとする国勢調査に従事する者には、統計法によって、個人情
報を保護するための厳格な守秘義務が課せられており、調査票の記入内容は
厳重に守られます。

　みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　現在、町では町営住宅等の維持管
理や建て替えを有効的、効率的に行
うための指針となる、「公営住宅等
長寿命化計画」を策定しています。
　そこで、町民の皆さまの町営住宅
に対するニーズや住まいへの動向を
把握し、この計画を策定するうえで
基礎資料とするために実施させてい
ただきます。
　つきましては、アンケート調査が
届いた際は、是非ご協力下さるよう
お願い致します。
１．アンケート発送日　10月１日
２．アンケート締切日　10月14日
３．お問い合わせ
　　乙部町役場建設課管理係

電話６２－２８１０

国勢調査の回答はお済みですか？

国勢調査については、「国勢調査2020総合サイト」を
ご覧ください。https://www.kokusei2020.go.jp/

総務省・都道府県・市区町村

「町営住宅等のあり方に関する」
アンケート調査にご協力を!!

令 和 2 年 10 月 1 日 発 行（ 第 614 号 ）

編集・発行　乙 部 町 総 務 課 企 画 係

〒 043-0103　北海道乙部町字緑町 388

（TEL）0139-62-2311（FAX）0139-62-2939

ホームページ　http//www.town.otobe.lg.jp

広報

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

10月は≪道町民税〈第３期〉と国民健康保険税〈第４期〉の納期限≫です。

8
月
15
日
〜
9
月
14
日

　
お
く
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

森　
　

カ
ヨ
さ
ん（
93
歳
）花　

磯

杉
田　

悦
子
さ
ん（
68
歳
）旭　

岱

佐
藤
峯
太
郎
さ
ん（
84
歳
）元　

和

鳴
海　
　

亘
さ
ん（
89
歳
）緑　

町

近
藤　

サ
ダ
さ
ん（
92
歳
）滝　

瀬

工
藤　

慶
子
さ
ん（
84
歳
）元　

町

西
里　

満
衛
さ
ん（
83
歳
）館　

浦

蠣
﨑　

幹
志
さ
ん（
65
歳
）三
ツ
谷

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町 の 人 口
= 8 月末現在 =

か
な
し
み

よ
ろ
こ
び

世帯数　1,855（＋ 2）〈− 5〉
人　口　3,537（− 7）〈−40〉
　男　　1,614（− 2）〈−23〉

　女　　1,923（− 5）〈−17〉
（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は 3 月末からの累計増減

編　

集　

後　

記

　

今
回
、
記
事
の
四
ペ
ー
ジ
で
掲

載
し
て
い
る
と
お
り
、
今
年
の
十

月
一
日
で
乙
部
村
か
ら
町
に
な
っ

て
五
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

記
事
で
は
、
五
十
周
年
の
と
き

に
記
念
史
を
発
行
し
て
い
た
の

で
、
発
行
か
ら
五
年
間
の
出
来
事

を
一
部
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
の
中
で
も
色
々
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
町
民
の
皆
様
が
明
る
く
な
れ
る

話
題
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
Ｓ
．
Ｔ
）

善
意
に
感
謝
し
ま
す

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

笹
谷　

正
幸
さ
ん
（
釧
路
市
）

	

　
　
　

 　

三
百
万
円

※
氏
名
は
本
名
及
び
通
称
に
よ
り

　

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
附

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

乙部町国民健康保険病院　10月外来診療日程表

※10月より発熱外来を設置（伊藤院長対応） 　※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師・看護師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持する

ためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

※
発
外
～
発
熱
外
来

１２３４５６７８９10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午　

前

診
１

横
田

休
診

横
田

横
田

村
瀬

横
田

横
田

横
田

横
田

奈
良

横
田

奈
良

横
田

横
田

村
瀬

横
田

横
田

横
田

横
田

奈
良

横
田

奈
良

診
２

伊
藤

伊
藤

伊
藤

村
瀬

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

村
瀬

伊
藤

伊
藤

伊
藤

発
外

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

午
後

診
１

横
田

横
田

村
瀬

横
田

村
瀬

横
田

奈
良

横
田

奈
良

横
田

横
田

横
田

村
瀬

横
田

横
田

横
田

奈
良

発
外

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

診療受付時間  午前 8:30〜11:00
　　　　　　  午後 1:00〜  3:00


